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SIPS　メッセージング基盤TF　活動計画

1． 目的
· 国内企業がアジアを中心とする海外とのサプライチェーン連携を目指すとき、どのような考慮が必要かをまとめたガイドラインの策定を行う。

2． 活動範囲
· 海外の企業もしくはVAN/ASPベンダーとEDIを行う上で必要となる事項を調査しガイドラインを策定する。
· それを確認するための実証実験を行う。
· できあがったガイドラインを普及（周知・展開）・保守しうる体制も構築する。

3． 活動計画
· 2012年度
ガイドラインの枠組みを確定する。

· 2013年度
EDIに適用する相互運用性のある信頼性メッセージ基盤フレームワーク構築に必要となる要件につき調査を行う。

· 2014年度
調査結果をもとに、ガイドラインを策定する
あわせて、対象となる実証範囲を決めた上で、国内でのベンダー間実証実験参加メンバーを募り、実証仕様書を作成する。

· 2015年度
国内での実証実験を行い、実施企業に証明書を発行する。
同時にフレームワークをAFACTにて提案し、アジア域内での相互接続実証計画を策定する。

· 2016年度以降
フレームワークおよび実証仕様書に基づくガイドラインの策定を進めるとともに、ガイドラインのメンテナンス体制を構築する。
アジア域内での相互接続実証を行い、実施企業に証明書を発行する。
以上
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